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■北九州市地域防災計画 

災害対策基本法に基づき、北九州市防災会議が作成する計画であり、災害の未然防止、被害の

軽減及び災害復旧のための諸施策の基本的な事項を定める。毎年検討を加え、国や県の計画の修

正や近年の災害を受け、必要があると認められるときは修正を行う。 
 
■主な修正項目 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

小規模河川洪水浸水想定区域に対する避難情報の発令に関する修正 
水防法改正に伴い、福岡県が新たに洪水予報河川・水位周知河川以外の１級・２級河川 

（小規模河川）の洪水浸水想定区域図を作成したため、本市の避難情報発令基準を修正した。 
  【第３章第１９節】 

 

 
 
（１）デジタル技術などの活用に関する修正 
   北九州市 DX 推進計画を踏まえ、効果的・効率的な防災対策を行うため、計画の基本的な

考え方の中に、デジタル技術などを活用して取り組むことについて記載した。 
                       【第１章第３節】 

 
（２）安否不明者の氏名等公表に関する修正 
   福岡県が策定した「災害時における人的被害の公表要領」に基づき修正した。 

【第３章第２６節】 
 

北九州市地域防災計画 令和４年度修正素案 

主な修正点について 

１ 国の防災基本計画の修正に基づく修正 

２ 法律の改正に伴う修正 

 
 
（１）自然災害伝承碑を通じた普及に関する修正 
   災害に関する石碑やモニュメント等の持つ意味を正しく後世に伝えていくことで、防災意

識の普及を図ることについて記載した。              【第２章第２０節】 
 
（２）物資調達・輸送調整等支援システムに関する修正 
   国と地方公共団体の間で、物資の調達・輸送等に必要な情報を共有し、調整を効率化する

システムについて記載した。                   【第２章第３１節】 
 
（３）災害時の企業との覚書締結に関する修正 
   本市とイオンモール株式会社の間で締結した、「災害時等における施設等の使用に関する

覚書」について記載した。                    【第２章第２７節】 
 
（４）被災者台帳の整備に関する修正 
   大規模災害時に被災者の援護のために作成する被災者台帳について記載した。 

【第４章第５節】 
    

３ 本市の取組み等を踏まえた修正 














